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・スライド内修正箇所は
水色ハイライト
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免 責 事 項

本 資 料 に 含 ま れ る 計 画 、 見 通 し 、 戦 略 そ の 他 の 将 来 に 関 す る 記 述 は 、 本 資 料 作 成

日 時 点 に お い て 当 社 が 入 手 し て い る 情 報 お よ び 合 理 的 で あ る と 判 断 し て い る 一 定

の 前 提 に 基 づ い て お り 、 さ ま ざ ま な リ ス ク お よ び 不 確 実 性 が 内 在 し て い ま す 。 実

際 の 業 績 な ど は 、 経 営 環 境 の 変 動 な ど に よ り 、 当 該 記 述 と 大 き く 異 な る 可 能 性 が

あ り ま す 。 ま た 、 本 資 料 に 記 載 さ れ て い る 情 報 は 、 公 開 情 報 な ど か ら 引 用 し た も

の で あ り 、 情 報 の 正 確 性 な ど に つ い て 保 証 す る も の で は あ り ま せ ん 。
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ミッション／ビジョン

私たちは、全国の生産者を媒介に、

都市と地方をつなぐことで地域を持続可能にし、

将来にわたって活力ある日本社会を残したいと願う会社です。

都市と地方を
かきまぜる

日本中あらゆる場の
可能性を花開かせる

Mission Vision
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地方の価値を発掘し、都市住民へサービスを提供する事業モデルで、主に食品事業、旅行事業、自治体事業の3つの事業を展開

食品事業 旅行事業 自治体事業

事業を通して「都市と地方のつながり」を生み出し、関係人口を創出する

各自治体の
生産者

92万人の
ユーザー

メディア構築
ノウハウ

農業・自然体験
コンテンツ開発

農業体験  勉強会

当社のアセットを活用した
ソリューションを提案

ワークショップ

個人向けサービス 法人向けサービス

事 業 概 要

・90万人→92万人
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目 次

・2026年12月期第2四半期業績

・2026年12月期通期業績予想

・インパクト指標実績

・Appendix 社会的財務諸表



C o p y r i g h t 2 0 2 6 Am e K a z e T a i y o , I n c . 6

配色
パレット

売上高：前期比で微減

営業損益：前期比で改善

経常・四半期純損益：前期補助金収入の剥落により減少

サ マ リ ー

売上高

3.9億 円

前 期 比

-2 .1% 減

営業損益

-60百 万 円

前 期 比

+7 百 万 円 増

FY26
Q2累計

実績

四半期純損益

-61百 万 円

前 期 比

-16 百 万 円 減

経常損益

-60百 万 円

前 期 比

-15 百 万 円 減

・前年比と前期比が混在
していたので、前期比に
統一（次頁以降も同様）
・当期純損益、中間純損
益、四半期純損益が混在
していたので、四半期純
損益に統一（次頁以降も
同様）
・経常損益以下のコメン
ト微修正（次頁以降も同
様）
・増減額が百万円単位で
の増減となるように修正
（営業損益でいうと(-
61)-(-68)=+7）予実ファ
イルの「セグ別(四半
期)_百万円単位」タブ参
照。
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（単位：百万円）

FY25
Q2累計

実績

FY25通期
実績

FY25
Q2累計

売上高進捗率

FY26
Q2累計

実績

FY26通期
予想

FY26
Q2累計

売上高進捗率

売上高 405 1,027 39.5% 397 1,094 36.3%

営業損益 -68 -7 - -60 25 -

経常損益 -45 20 - -60 28 -

四半期(当期)
純損益

-45 -4 - -61 30 -

2 0 2 6 年 1 2 月 期 第 2 四 半 期 業 績

売上高は前期比で微減も、営業損益は改善
経常損益以下は前期補助金収入の剥落により減少
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2 0 2 6 年 1 2 月 期 第 2 四 半 期 セ グ メ ン ト 別 業 績

（単位：百万円）

FY25
Q2累計

実績

FY25通期
実績

FY26
Q2累計

実績

FY26通期
予想

個人向けサービス
売上高 308 726 267 769

営業損益 53 170 45 197

法人向けサービス
売上高 97 301 129 325

営業損益 -5 48 1 46

全社費用
売上高 - - - -

営業損益 -115 -226 -108 -218

合計
売上高 405 1,027 397 1,094

営業損益 -68 -7 -60 25

個人向けサービスは前期比で減収減益も、
法人向けサービスは前期比で増収増益

・当2Q営業損益の金額漏
れ
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2 0 2 6 年 1 2 月 期 第 2 四 半 期  セ グ メ ン ト ・ 事 業 別 売 上 高
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実績

FY26

Q2累計

実績

FY25

Q2累計

実績

FY26

Q2累計

実績

（単位：百万円）

■食品事業 ■旅行事業 ■自治体事業 ■その他

( + 3 2 . 7 % )

( - 1 3 . 1 % )

個人向けサービス 法人向けサービス

( - 1 3 . 9 % )

( + 3 4 . 5 % )

・ 食 品 事 業 ： ポケットマルシェで主に収益性の低い自社開発商
品（サブスク・アソート）を整理したことによる

・ 旅 行 事 業 ： 2025年4月より宿泊予約サイト「STAY JAPAN」を
譲り受けたことによる

・ 自 治 体 事 業 ： 関係人口・旅行領域の案件数増による

・グラフ全般的に修正
（第1軸で事業別売上高、
第2軸でセグメント売上
高を設定しています。事
業・セグメントの売上高
増減率は予実ファイルか
ら参照してます）
・旅行事業コメント修正
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2 0 2 6 年 1 2 月 期 第 2 四 半 期  セ グ メ ン ト 別 営 業 損 益 増 減 要 因

（単位：百万円）

• 個 人 向 け サ ー ビ ス ： 食 品 事 業 に お け る ポ ケ ッ ト マ ル シ ェ の 減 収
• 法 人 向 け サ ー ビ ス ： 自 治 体 事 業 に お け る 関 係 人 口 ・ 旅 行 領 域 の 案 件 数 増 に よ る 増 収
• 全 社 費 用 ： 組 織 運 営 の 効 率 化 等

-68
-8

+6
+7

-60

FY25
Q2累計

実績

個人向けサービス 法人向けサービス 全社費用 FY26
Q2累計

実績
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・軸の最小値を-90へ
・グラフ内増減額修正
（ウォーターフォールが
なるべく綺麗になるよう
に、かつ各増減額が百万
円単位でP.8のセグ別業
績と一致するように微調
整が必要です。今回は調
整がどうしてもうまくい
かず、全社費用と当2Q営
業損失の間の線が少し傾
いてしまっています、本
当はここを真っすぐにし
たい）



C o p y r i g h t 2 0 2 6 Am e K a z e T a i y o , I n c . 1 1

配色
パレット

2 0 2 6 年 1 2 月 期 第 2 四 半 期  営 業 損 益 以 下 増 減 要 因

FY25
Q2累計

実績

FY26
Q2累計

実績
増減額 増減要因

営業損益 -68 -60 +7 前頁参照

経常損益 -45 -60 -15 (-) 前期ALPS処理水関連の補助金収入の剥落：-21百万円

当期純損益 -45 -61 -16 -

（単位：百万円）

・増減額が百万円単位で
の増減となるように修正
・増減要因&金額を修正
（ここの記載ぶりや金額
は過去の決算説明資料と
平仄を合わせるようにし
て下さい。-21.7mだと前
期2Qの説明資料とずれ
る）
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2 0 2 6 年 1 2 月 期 ト ピ ッ ク ス

１ .  「ふるさと住民登録制度」推進の担い手として、

全国に先駆けてコーディネーターを配置

福 島 県 磐 梯 町 と の 協 働 を 通 じ て 、 2 0 2 6 年 7 月 に 「 磐 梯 町 ふ る さ と 住 民 コ ー デ ィ ネ ー タ ー 」 へ の 専 任 担 当 者 配

置 を 実 現 し ま し た 。

創 業 以 来 提 唱 し て き た 「 関 係 人 口 」 と い う 概 念 は 、 現 在 で は 総 務 省 ・ 国 土 交 通 省 ・ 農 林 水 産 省 な ど 省 庁 横 断 で

推 進 さ れ る 国 の 地 方 創 生 の 柱 と な っ て お り 、 「 ふ る さ と 住 民 登 録 制 度 」 と し て 令 和 9 年 度 か ら の 国 シ ス テ ム 本 格

稼 働 が 見 込 ま れ て い ま す 。 磐 梯 町 と は こ れ ま で 二 地 域 居 住 の 見 え る 化 や 制 度 設 計 の 支 援 を 通 じ て 協 働 し て き て お

り 、 今 回 の コ ー デ ィ ネ ー タ ー 配 置 は 、 そ の 連 携 を 深 め 、 制 度 の 量 的 拡 大 と 質 的 向 上 を 推 進 す る 取 り 組 み で す 。

本 配 置 を 通 じ て 積 み 上 げ る 現 場 の 実 践 知 を 体 系 化 し 、 全 国 の 自 治 体 ・ 地 域 に 向 け た 担 い 手 育 成 支 援 ・ 戦 略 策 定

支 援 ・ 制 度 設 計 支 援 等 の ソ リ ュ ー シ ョ ン 開 発 に 活 か し ま す 。

・コーポレートマネジメ
ント定例で確認して下さ
い。
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貸 借 対 照 表 推 移

2025年6月30日 2025年12月31日 2026年6月30日 前期末比

流動資産 718 864 604 -260

固定資産 117 142 166 +24

資産合計 835 1,006 771 -235

流動負債 326 456 286 -170

固定負債 204 204 200 -4

負債合計 531 661 486 -175

純資産 304 345 284 -61

負債・純資産合計 835 1,006 771 -235

（単位：百万円）

・増減額が百万円単位で
の増減となるように修正
・数値は石本さんが最後
の砦という意識で、資料
内の整合性の確認や増減
額の検算は行いましょう。
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目 次

・2026年12月期第2四半期業績

・2026年12月期通期業績予想

・インパクト指標実績

・Appendix 社会的財務諸表
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2 0 2 6 年 1 2 月 期 通 期 業 績 予 想 （ 修 正 な し ）

売上高

10.2 億 円

営業損益

-7 百 万 円
FY25

通期実績

当期純損益

-4 百 万 円

経常損益

20 百 万 円

収益性を更に高めて営業黒字化を見込む

10.9億 円 25百 万 円
FY26

通期予想 30百 万 円28百 万 円

+6.4% 成 長 +32 百 万 円 改 善 +8 百 万 円 改 善 +34 百 万 円 改 善
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2 0 2 6 年 1 2 月 期 セ グ メ ン ト 別 通 期 業 績 予 想

FY25
通期実績

FY26
通期予想

前期比

個人向けサービス
売上高 726 769 +43

営業損益 170 197 +27

法人向けサービス
売上高 301 325 +24

営業損益 48 46 -2

全社費用
売上高 - - -

営業損益 -226 -218 +8

合計
売上高 1,027 1,094 +67

営業損益 -7 25 +32

（単位：百万円）

個人向け・法人向けサービス共に増収を見込む
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2 0 2 6 年 1 2 月 期 通 期 業 績 予 想  セ グ メ ン ト ・ 事 業 別 売 上 高

（単位：百万円）
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FY26通期
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■食品事業 ■旅行事業 ■自治体事業 ■その他

( + 7 . 7 % )

( + 5 . 9 % )

( + 4 6 . 5 % )

( + 1 . 9 % )

( + 1 0 . 2 % )

・ 食 品 事 業 ： ポケマルでのSEO対策等による成長

・ 旅 行 事 業 ： おやこ地方留学、STAY JAPANの成長

・ 自 治 体 事 業 ： 関係人口・旅行領域の案件拡大による成長

個人向けサービス 法人向けサービス
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雨 風 太 陽 と イ ン パ ク ト

当社は非営利組織として創業しており、社会的な課題の解決を目的として事業活動をおこなっております。社会に対するポジ

ティブで計測可能な影響をインパクト指標として継続的に計測・マネジメントしております（IMM：Impact Measurement and 

Management）。

インパクト指標は事業活動を行う上で最重要な指標のひとつであり、「売上高」に３つのインパクト指標を加えた４つの指標を

成長戦略の進捗を示す重要な経営指標として採用しております。①売上高と②顔の見える流通総額は、都市から地方へと流通し

た経済的な価値を示し、③生産者と消費者のコミュニケーション数と④都市と地方を往来して過ごした日数 * は、都市住民と生

産者が交流した量を示しています。これらの指標が向上することが「都市と地方をかきまぜる」ことであり、当社のビジョン・

ミッションの実現と、企業としての成長につながります。

これらの指標は四半期に一度開示を行ってまいります。

主に投資家向けの

有報、短信、決算説明資料など

A 法定開示書類

B 自主的な情報発信

主に一般の方向けの

コーポレートサイト／インパクトレポート

①売上高

②顔の見える流通 総 額

③生産者と消費者のコミュニケーション数

④都市と地方を往来して過ごした日数

経 営 指 標

* 2025年12月期第２四半期より、指標名称を「都市住民が生産現場で過ごした延べ日数」から「都市と地方を往来して過ごした日数」へ変更

・注釈微修正
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短期的に
目指すもの

地方の生産者と都市の消費者が、

直接のコミュニケーションをつう

じて相互理解を深めている。

生産者や地域の事業者へ直接的に

支払いを行うことで、双方がその

対価を実感している。

都市在住者と地方在住者が、居住地

と異なる地域を訪問することで、そ

の土地が持つ魅力への理解を

深めている。

② コミュニケーション数① 顔の見える流通総額
③ 都市と地方を往来して

過ごした日数
インパクト指標

Mission

Vision

都 市 と 地 方 を か き ま ぜ る

日 本 中 あ ら ゆ る 場 の 可 能 性 を 花 開 か せ る

私 た ち の 目 指 す も の と イ ン パ ク ト 指 標  

日 本 の 人 口 の 2 0 ％ （ 2 0 5 0 年 に 2 , 0 0 0 万 人 ） が 関 係 人 口 と な り 、

主 体 的 に 関 与 し 続 け る 地 域 を 持 っ て い る 。

年 間 で 2 0 0 万 人 、 1 0 年 で 延 べ 2 , 0 0 0 万 人 の ふ る さ と 住 民 登 録 に

当 社 が 関 与 す る 。

長期的に
目指すもの

ビジョン
ミッション

中期的に
目指すもの

事業
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イ ン パ ク ト 指 標 ① 「 顔 の 見 え る 取 引 」 に か か る 流 通 総 額

生 産 者 や 地 域 の 事 業 者 と 消 費 者 が つ な が り 、

直 接 や り と り を し て い る 「 顔 の 見 え る 取

引 」 に か か る 流 通 総 額 は 毎 年 大 き く 伸 長 。

「 顔 の 見 え る 取 引 」 に か か る 流 通 総 額 （ 円 ）

※1 「顔の見える取引」にかかる流通総額は、「ポケットマルシェ」「食べる通信」「ポケマルふるさと納税（寄付額）」「ポケマルおやこ地方留学」「STAY JAPAN」のサービス利用金額の合算で算出

※2 当社サービス利用データより算出（2026年6月現在）

「顔の見える取引※1」

に か か る 流 通 総 額

約138億9,434万円※2
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イ ン パ ク ト 指 標 ② コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 数

生 産 者 が 現 場 の 様 子 を 伝 え た り 、 消 費 者 が

「 ご ち そ う さ ま 」 を 伝 え た り 。 コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン の 数 も 毎 年 大 き く 伸 長 ※3。

生 産 者 と 消 費 者 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 数 （ 回 ）

※1 「生産者と消費者のコミュニケーション数」は、「ポケットマルシェ」における投稿とメッセージ数の合算で算出

※2 当社サービス利用データより算出（2026年6月現在）

※3 コミュニケーションの数には取引にかかる問い合わせ等も含みます。

生産者と消費者との

コミュニケーション数※1

1,341万588件※2
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イ ン パ ク ト 指 標 ③ 都 市 と 地 方 を 往 来 し て 過 ご し た 日 数

ポ ケ マ ル お や こ 地 方 留 学 、 S T A Y  J A P A N 等

に よ り 、 都 会 と 地 方 の 間 の 人 流 創 出 を 加 速

さ せ て い ま す 。

※1 「都市と地方を往来して過ごした日数」は、「ポケマルおやこ地方留学」「STAY JAPAN」における滞在日数の合算で算出

※2 当社サービス利用データより算出（2026年6月現在）

都 市 と 地 方 を 往 来 し て 過 ご し た 日 数 （ 日 ）
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ポ ケ マ ル お や こ 地 方 留 学

S T A Y  J A P A N 等 を 通 し て

都 市 と 地 方 を 往 来 し て 過 ご し た 日 数 ※1

21,250日※2
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・2026年12月期第2四半期業績

・2026年12月期通期業績予想

・インパクト指標実績

・Appendix 社会的財務諸表
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ソ ー シ ャ ル キ ャ ピ タ ル ／ ア セ ッ ト  2 0 2 6 年 1 2 月 期 第 2 四 半 期 進 捗

指標 FY26予算
FY26Q2

実績
進捗率

ソーシャルキャピタル

（Vision発信量）
40,000 時間人 7,016 時間人 17.5％

ソーシャルアセット*

（Vision共感者数）
160,000 人 29,861 人 18.6％

インプット

（活動資源）
¥ 30,000,000 ¥ 0 0％

ソーシャル

アクティビティ
10 回 2 回 20％

* ソーシャルアセットの集計方法を刷新（SNSフォロワー数×1・YouTube登録者数×10・YouTubeメンバーシップ×100）し、FY26予算を
16,000人から160,000人へ修正

・コーポレートマネジメ
ント定例で確認して下さ
い。
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